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司会　鴨田　亮　佐藤　晃子
　　　　

13：30　開会点鐘　　　　　　　　　　　　　　ホストクラブ会長	 宍戸　宏行

　　　　  国歌斉唱「君が代」

　　　　  ロータリーソング「奉仕の理想」	　　　　ソングリーダー　	 坂本　和司

13：36　開会挨拶　　　　　　　　　　　　　　実行委員長　	 平井　義郎

　　　　  歓迎のことば　　　　　　　　　　　　ホストクラブ会長　	宍戸　宏行

　　　　  ガバナー挨拶	 　　　　　　　　　　ガバナー　	 佐久間英一

　　　　  ガバナー補佐挨拶	　　　　　　　　　　ガバナー補佐　	    善方　邦雄

　　　　  来賓・参加クラブ紹介　　　　　　　　ガバナー補佐	 善方　邦雄

14：00　基調講演　「地区の役割とクラブ運営」　パストガバナー　	 阿久津　肇

14：40　質疑応答

14：50　休憩

15：00　グループ分けとKJ法による意見集約　実施要領の説明

　　　　  グループ世話役

1　長谷川好美・桃井　三夫　　2　佐藤　一夫・紺野　　信

3　高橋　正見・鍛冶　輝雄　　4　芳賀　　裕・大出　隆秀

5　佐藤　和子・佐藤　龍史　　6　鈴木　和夫・梅津　寿光

15：30　集計作業　上記世話役による

　　　　  ピアノ・音響など会場準備

15：40　演奏者紹介と演奏　	 	 実行委員会幹事　箭内　一典

15：45　2009年度ロータリー財団奨学生　富山　律子さん

　　　　  1987年度ロータリー財団奨学生　井上　由紀さん

16：25　休憩

16：35　グループ毎の結果発表　発表時間　6クラブ　各5分

　　　　  　　　　　　　　　福島RC　相良　元章　　二本松RC	 菅野　京一

　　　　  　　　　　　　　福島南RC　大野　順道　　福島西RC　	 佐藤　宗弘

　　　　 　　　　 二本松あだたらRC　佐藤壮一郎　  福島21RC	 望木　昌彦

17：15　質疑応答

17：25　講評　　　　　　　　　　　　　　　　パストガバナー　　	大橋　廣治

　　　　  記念品贈呈　　　　　　　　　　　　　ガバナー　　	 佐久間英一

　　　　  閉会点鐘　　　　　　　　　　　　　　ホストクラブ会長　	宍戸　宏行

　　　　  諸事お知らせ　　　　　　　　ホストクラブ会長エレクト　	梅津　寿光

17：35　会場移動

17：45　懇親会　　司　会　　　　　　　　　懇親委員会　委員長　	箭内　一典

　　　　  ガバナーエレクト挨拶　　　　　　　　ガバナーエレクト	 鈴木　邦典

　　　　  開会挨拶　　　　　　　　　　　　　　ホストクラブ会長	 宍戸　宏行

　　　　  乾杯　　　　　　　　　次期県北第一分区　ガバナー補佐	 渡辺　浩子

　　　　  懇談

　　　　  「手に手つないで」　　　　　　　　　　   ソングリーダー	 坂本　和司

19：30　閉会のことば　　　　　　　　　　実行委員会　副委員長	 安藤　正道
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サブテーマ

「地区とクラブの関係」

発表者：福島RC

　　　　相良元章 会員

　阿久津パストガバナーの基調講演の後ということ
もあり、「地区とクラブは平等のパートナー関係であ
り、クラブの自主性が尊重されるということが分かっ
た」「ロータリー歴は長いが、はじめて地区のことが分
かった」など地区の役割を理解したという類の意見が
多くみられた。
　しかし一方で、「地区が何をしているか分からない」
「地区はクラブともっと連絡を密にとったほうが良い」
「クラブ内にいると地区の事業のことはよく知らない
し、地区もクラブの事業のことはよく知らないと思
う」「地区の活動をもっとクラブにPRしてほしい」と
いった地区とクラブのコミュニケーション不足を指摘
する内容も多く見られた。

　また、「地区からクラ
ブへの伝達事項が多すぎ
る」「地区とクラブは主従
関係になっているのでは
ないか」「WCS、補助金
などの手続きを簡略化し
申請しやすい環境を作っ

てほしい」などが複数意見として挙げられていた。
　中には「地区の役割としてクラブ同士の共同活動を
促すような事業を行ってみてはどうか」「地区委員会
の詳細な活動報告をガバナー月信などで特集してみて
はどうか」などの前向きで具体的な意見もあった。

サブテーマ

「地区賦課金と予算について」

発表者：福島西RC　佐藤宗弘 会員

集計結果　約100

約6割：地区賦課金・予算についてわからないという

約2割：情報開示の必要性・ガバナー月信への掲載

約2割：予算について妥当と思う・もっと工夫・予算　　　　

　　　　少なくすべき

　約100近い回答で約6割が地区賦課金・予算につい
てわからないという回答で約7割がロータリー歴10
年以下という結果でした。その他、情報開示の必要性、
ガバナー月信への掲載、予算について妥当・もっと工
夫すべき・予算を少なくすべきという回答がありまし
た。
　各クラブの予算に対する関心が低いのではないか・
ガバナー補佐からの情報提供の機会を設けてもらいた
いとの回答もありました。

サブテーマ 発表クラブ 付箋紙の色

1.地区とクラブの関係 福島ロータリークラブ 青

2.地区の組織について 二本松ロータリークラブ ピンク

3.地区の管理と運営について 福島南ロータリークラブ 黄緑

4.地区賦課金と予算について 福島西ロータリークラブ クリーム

5.地区の規定について 二本松あだたらロータリークラブ 水色

6.地区委員会の役割とクラブへの反映 福島21ロータリークラブ 橙色
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